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ろっこう第40号

第
Ｂ
回
画
協
一

全
議
案
、
満
場

一
致
で
承
認
さ
れ
る

第
１３
回
通
常
総
代
会
が
５

月
１８
日
、
鹿
行
農
業
共
済
組
合
に
於

い
て
総
代
総
数
１
２
５
名
中
、
１
０
９
名

（議
決
書
５６
名
含
む
）

の
出
席
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
飯
島
組
合
長
の
挨
拶
に
続
き
、

こ
来
賓
の
方
々
よ
り
こ
祝
辞
を
い
た
だ
き
議
事
に
入
り
ま
し
た
。

議
長
に
は
岡
田
晴
雄
総
代

（行
方
市
Ｙ

副
議
長
に
小
室
博
総
代

（鉾
田
市
γ

鵜
澤
虎
之
助
総
代

（神
栖
市
）
が
選
任
さ
れ
、
慎
重

審
議
の
も
と
提
出
さ
れ
た
全
議
案
が
原
案
ど
お
り
可
決
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
議
事
に
先
立
ち
永
年
に
わ
た
り
組
合
に
貢
献
さ
れ
た
２４

名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

夢  ~
1鹿行晨業共滞組合通常然代会

廃行晨業共il組合通常総代会

議長 岡田晴雄総億 中央)

副議長 鵜澤 虎之助総代(左)4ヽ室 博総代 (右 )

＝
掲
出
さ
れ
た
コ
邪
Ⅲ
・

日
議
案
第
１
号

平
成
２３
年
度
事
業
報
告
書
　
財
産
目
録

貸
借
対
照
表
　
損
益
計
算
書
及
び
剰

余
金
処
分
案
の
承
認
に
つ
い
て

目
議
案
第
２
号

平
成
２４
年
度
事
務
費
賦
課
金
の
賦
課
額

及
び
賦
課
方
法
の
承
認
に
つ
い
て

日
議
案
第
３
号

平
成
２４
年
度
事
業
計
画
並
び
に
業
務
収

支
予
算
案
の
承
認
に
つ
い
て

目
議
案
第
４
号

平
成
２４
年
度
役
員
及
び
損
害
評
価
会
委

員
報
酬
総
額
案
の
承
認
に
つ
い
て

慶
議
案
第
５
号

役
員
功
労
金
支
給
案
承
認
に
つ
い
て

金
議
案
第
６
号

平
成
２４
年
度
特
別
積
立
金
の
取
崩
承
認

に

つ
い
て

回
議
案
第
７
号

無
事
戻
金
の
交
付
額
承
認
に
つ
い
て

回
議
案
第
８
号

平
成
２
年
度
中
借
入
金
最
高
限
度
額
承

認

に
つ
い
て

回
議
案
第
９
号

平
成
２４
年
度
現
金
預
人
先
金
融
機
関
承

認
に
つ
い
て

コ
議
案
第
１０
号

平
成
２４
年
度
役
員
改
選
に
お
け
る
役
員

の
議
員
兼
職
禁
上
の
承
認
に
つ
い
て

θ●・・

l10SA茨城 大山 佳功会長



ろっこう第40号

剪

あ
ヽ`

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
を
始

め
、
八
月
に
は
集
中
豪
雨
、
九
月
の

台
風
十
二
号
　
十
五
号
に
よ
る
災

害
が
相
次
ぎ
発
生
い
た
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
当
組
合
管
内
の
支
払

共
済
金
総
額
は
、
九
億
五
千
万
円

を
超
え
る
支
払
と
な
り
ま
し
た
。
損

害
評
価
等
に
お
き
ま
し
て
は
、
共
済

部
長
　
評
価
員
の
皆
様
方
に
特
段

？

」協
力
を
い
た
だ
き
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
各
共
済
事
業
引
受
で
は
、

共
済
部
長
を
は
じ
め
関
係
各
位
の

ご
協
力
の
も
と
、
事
業
の
継
続
が
図

ら
れ
、
特
に
日
座
振
替
推
進
に
つ
い

て
は
、
日
座
振
替
割
合
九
〇
％
を
超

え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ
れ

も
、
組
合
員
の
方
々
の
ご
理
解
と
、

総
代
の
皆
様
を
は
じ
め
と
す
る
共

済
関
係
各
位
の
方
々
の
ご
支
援
ご

協
力
及
び
行
政
、
関
係
団
体
の
ご
指

ン
も
つ

．
導
ご
協
力
の
賜
と
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

本
年
度
にら
き
ま
し
て
も
、
四
月

三
日
の
強
風
、
五
月
に
は
つ
く
ば
市

を
中
心
と
し
た
竜
巻
が
発
生
す
る

な
ど
、
改
め
て
自
然
の
猛
威
を
思
い

知
ら
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。当
組
合
と
致
し
ま
し
て
も
、
農

業
共
済
制
度
の
さ
ら
な
る
普
及
推

進
に
努
め
、
農
家
ニ
ー
ズ
に
沿
つ
た

「農
家
サ
ー
ビ
ス
∵

「補
償
の
充
実
」

及
び
「事
業
の
拡
大
」
に
努
め
、
農
家

の
皆
様
方
か
ら
信
頼
さ
れ
、
支
え
に

な
れ
る
農
業
共
済
と
し
て
組
合
役

職
員
一九
と
な
り
組
合
運
営
に
努
め

て
ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
皆
様
方
の
よ
り
一層

の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
挨
拶
と
致
し

ま
す
。

猥
墨

事

飯

島

幸

夫

」

撃

《敬
称
省
略
〉

回
茨
城
県
鹿
行
農
林
事
務
所
長
賞

鉾
円
市
　
小
田
　
　
弘

回
茨
城
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会
長
賞

▲茨城県農業共済lE合連合会長賞
を受ける清水 隆治氏

▲鹿行農業共済組合長賞
を受ける重藤 孝文氏

茂 大 清 大 野
木 川 水 川 口

神
栖
市

行
方
市

″

潮
来
市

一
洋彰

隆
治
尚
皇
孝

一

金
鹿
行
農
業
共
済
組
合
長
賞

鉾
田
市
　
重
藤
　
昭

一

″
　

　

井
川
　
洋

一

ク
　

　

機
島
　
攻
守

ク
　

　

重
藤
　
光

一

″
　

　

重
藤
　
孝
文

″
　

　

照
沼
　
邦
衛

鹿
嶋
市
　
田
口
三
千
男

神
栖
市
　
木
村
　
英
男

行
方
市

　
辺
田
　
信
雄

″
　

　

小
牧
　
孝
雄

ク
　

　

白
戸
　
慶

一

ク
　

　

塙
　
　
一
男

″
　

　

男
庭
　
賢

一

″
　

　

関
野
　
　
勇

潮
来
市
　
宮
本
三
十
男

″
　

　

滝
ヶ
崎

学

″
　

　

堀
井
　
　
満

″
　

　

吉
川
　
春
雄



ろっこう第40号

水
陸
麦

〃

●
稲
稲

(23年産 )
(24年産 )

弓|

引  受
6,728戸
4戸
12戸
7戸

445033a
l10a
21 287a
14868a

224a

支払共済金

104戸5       4,730,068円

―         ― 円
9戸       10952655円

支払共済金受
２

，

一豆 1戸

受

35,209棟

支払共済金

572戸  1.482棟      74.050,362円

支払共済金

2800戸

弓|

牛

牛

豚

豚

用

用

乳

肉

種

肉

合

災

計

総

火

合

合

災

計

総

火

合

■
一一一

受

1 514頭
872頭
14,377頭
93,295頭

死廃事故

51頭    6595,471円
8頭 901 068円

病傷事故

1 723件   22485022円
357件   5004320円
4件     35760円

支払共済金

33頭    1 756260円
8345頭   71 463540円

引  受
1,319戸
16,158戸
17477戸

引  受
238戸    482台
221戸    399台
459戸    881台

1,696,980万 円
39,284,335万円
40,981,315万円

124,564万円
45,024万円
169588万円

支払共済金

870戸  1,019棟  757,745,677円

|||

15戸  15台 2492744円

共 済 目 的 引受 (力0入 )予定数 共 済 金 額

饉 1    水  稲 400,529 a 2.596.121 千円
【作
物

陸 稲 105 a 435 干円

麦 14,125 a 20,437 千円

畑作物 大 一豆 213 a 167千円

園 芸 施 設 33,449 棟 6,579,041 千円

1  乳 用 牛 1.501 頭 197.860 千円

家

畜

肉 用 牛 739 頭 77.400 千円

種 豚 13,160 頭 644,840 千円

肉 豚 90,000 頭 791,000 千円

建 物

農  機  具

30,970 棟

881 台

399,214.800 千円

1,645,040 千円

△
ロ

4



ろつこう第40号

近
年
、
大
気
の
不
安
定
に
よ
り
雷
が
発
生
し
、
広
範
囲
に

わ
た
る

「落
雷
」
に
よ
っ
て
、
建
物
　
電
化
製
品
等
が
壊
れ

る
被
害
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
。

建
物
共
済
の
支
払
原
因
で
毎
年
上
位
に

「落
雷
」
の
被
害

が
上
げ
ら
れ
ま
す
。
落
雷
事
故
が
発
生
す
る
と
、　
三
戸
だ
け

で
な
く
、
そ
の
周
辺
に
も
被
害
が
及
び
、
２２
年
度
で
は
建
物

共
済
事
故
件
数
の
約
８０
％
以
上
が
落
雷
の
事
故
で
し
た
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鹿
行
で
は
、
事
故
に
備
え
安
い
掛
金
で
大
き

な
補
償
の
建
物
共
済
へ
の
加
入
を
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

留
都
藝
鼻
習
懇
畳

22年度原因別事故発生件数

■ 落雷

輌 不明 調査 中

風水台風

天ぶ動

■ 風 呂かまど

車両の飛び込み

目 土砂覇れ

■ 類焼

渭電

その他

250

200

150

100

50

O
18年度  19年度  20年度  21年度  22年度  23■皮

年度別落雷事故件教

【火災共済(普通物件)】【総合共済(普通物件)】

2,210

1,000 9,700

14,550

※建駒の用途・構造・美済全銀によつて共済掛金は変わります。



ろつこう 第40号

地
元
の
共
済
部
長
の
ま
と
め
役
と
な
る
地
区
長
の
皆
さ
ん
で
す
。

平
成
２６
年
度
ま
で
の
３
年
間
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
．

副会長
鵜澤 虎之助

副会長
小室 博

＾
ム
　
　
」ヽ
（

副
会
長

地
区
長

〃〃

岡
田
　
晴
雄

小
室
　
　
博

鵜
澤
虎
之
助

戸
田
　
市
男

海
東
　
洋

一

山
本
　
　
登

井
関
　
官
三

出
沼
　
丈
夫

池
田
　
光
政

瀬
尾
　
孝
司

山
本
　
清
治

山
岸

　

茂

郡
司
　
文
夫

額
賀
　
市
郎

安
藤
　
　
実

落
合
　
良
之

鈴
木
　
啓

一

宮
内
　
美
治

大
久
保
　
修

井
川
　
英
雄

飯
田
　
　
貢

藤
崎
　
利

一

久
保
　
　
巌

小
島
　
成

一

″ 〃 〃 ′′ ′′ ″ ′′ ′′ 〃 ′′ ″ 〃 ′′ 〃 ′′

玉^
造
　
立
花
）

（秋
津
）

（軽
野
）

（旭
　
―
）

（旭
　
２
）

（巴
）

（徳
宿
）

（鉾
田
　
新
宮
）

上^
島
）

（自
鳥
）

（大
野
湖
岸
）

（大
野
海
岸
）

（鹿
島
）

（息
栖
）

波^
崎
　
矢
田
部
）

（若
松
）

麻^
生
　
小
高
　
行
方
）

（太
田
　
大
和
）

（津
澄
　
要
）

武^
田
）

（玉
川
　
手
賀
　
現
原
）

（牛
堀
）

（潮
来
　
津
知
）

（延
方
　
大
生
原
）

… ■→

今
回
で
５
回
目
を
迎
え
る
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鹿
行
女
性
の
会

の
総
会
が
、

５
月
３０
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
長

４‐
名
の
出
席
に
よ
り
　
今
年
度
の
事
業
計
画
等
の
審
議
を

い
た

だ

き

ま

し
た
。

会
長
相
互
の
情
報
交
換
　
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
な
か
ら
、
女

性
の
会
の
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
広
げ
た
い
と
橋
本
会
長
の
あ
い
さ
つ
が
あ

り
ま
し
た
。

随
時
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
．
お
気
怪
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
．

―

・

ま
=す
る情云せつい会長

1~

会会員の皆さん



ろっこう第40号

―使わない農機具を紹介ください―

本年度より、「信頼のきずなJ未来を拓く運動の一環と
して、組合員を対象とした「中古農機具紹介事業Jを開
始する予定です。

現在使用していない農機具を、必要としている農家の方

へ紹介し、地域農業支援に努めて行きたいと考えています。

※rll合は紹介のみを目的とし、当糸H合の組合員に限定さ

れたもので、一切手数料等はいただきません。また、占

物営業法による許可等は必要といたしません。

X
:∬]
‐

「
r
′ 、

L

水
稲
共
済
掛
金
の
納
入
期
限
が
７
月
末
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
口
座
振
替
に
よ
る
納
入
の
方
は
、
７
月
２７
日

に
指
定
さ
れ
た
金
融
機
関
よ
り
振
替
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

な
お
　
現
金
納
入
の
方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
期
限
内
に

納
入
さ
れ
ま
す
よ
う
　
お
願
い
致
し
ま
す
。

旭

サ

ツ
カ
ー

ス
ポ

ー

ツ
少

年

団

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
喜
び
や
楽
し
さ
を
体
験
す

る
と
共
に
、
友
達
と
助
け
合
い
な
が
ら
自
主
性
や

創
造
性
を
養
い
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
楽
し
み
、

サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
て
人
間
形
成
の
場
と
な
る
活
動

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●
練
習
日
　
毎
週
日
曜
日
　
大
曜
日

（夜
）

●
練
習
場
所
　
旭
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

組
合
で
は
、
適
正
な
引
受
事
務
処
理
を
図
る
た
め
、

共
済
掛
金
等
の
口
座
振
替
推
進
を
行
い
　
９０
％
を
超
え

る
加
入
者
の
方
々
に
こ
理
解
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
口
座
振
替
依
頼
書
を
提
出
頂
い
て
い
な
い
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、
「口
座
振
替
移
行
」
へ
の
こ
理
解
と
こ
協

力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

詳
し
く
は
　
組
合
ま
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。

Ｙ
指
城
コラ
Ｋ藤崎 泰士(23)

潮来市出身

臨時職員として新しい生活が

スタートしました。先輩方から

多くのことを学び、力になれる

様 励みたいと思いますので、
どうぞ宣しくお願いします。

】
i:`'

の

紹

A

塵
振
育
獲
Ｌ

●|



ろつこう第40号

名
所
―■
跡
発
見

逹

え

キ

ー

…

畠

岬

N口SAIクィズ

蓮
光
寺
は
、
真
言
宗
豊
山
派
の
寺
で
、
奈
良
毛
地
区

の
旧
道
と
バ
イ
パ
ス
が
交
わ
る
北
側
百
メ
ー
ト
ル
程

の
所
に
あ
り
ま
す
。

本
尊
は
阿
弥
陀
如
来
像
で
、
高
さ
九
十
六
セ
ン
チ

の
寄
木
造
り
、
力
強

い
彫
り
方
を
さ
れ
て
お
り
鎌
倉

時
代
作
と
の
推
定
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

観
音
堂
壇
上
の
左
右
に
は
像
高
百
九
十
五
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
、
寄
木
造
り
の
金
剛
力
士
像
が

一
体
ず

つ

安
置
さ
れ
て
お
り
、
運
慶
作
と
伝
わ
る
が
、
像
形
や
彫

り
方
か
ら
室
町
時
代
の
作
と
思
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
二
像
、
日
を

へ
の
字

に
結
ん
で
左
手

は
拳
を

作

っ
て
腹
前
に
構
え
て
い
る
の
を
咋
形
像
、
口
を
開

い
て
片
手
に
金
剛
杖
を
持

っ
て

い
る
の
を
阿
形
像
と
言

い
、
画
像
と
も
頭
に
宝
け
い
を
結
び
、
腰
に
も
す
そ
を
巻
き
、

上
半
身
は
裸
で
眼
光
鋭
く
両
目
を
見
開
い
て
岩
座
に
立

っ
て
ま
す
。

蓮
光
寺
で
は
年
に

一
回
、
正
月
末

の
大
祭
と
、
エハ
月
　
九
月
の
二
十
八
日
の
例
祭
が

主
な
行
事

で
、
仁
王
様

の
大
祭
に
は
他

の
市
町
村
か
ら
も
た
　

＝

く
さ
ん
の
人
々
が
参
拝
に
訪
れ
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、
僧
侶
に
よ

っ
て
護
摩
奉
修
が
行
わ
れ
、
子
宝
　
家
内

安
全
　
病
気
平
癒
　
心
身
健
康

上
父
通
安
全
　
学
業
成
就

開
運
招
福
　
商
売
繁
盛
に
ご
利
益
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま

す
。昭
和
四
十
七
年
に
は
、
本
尊
と
と
も
に
旧
大
野
村

の
文
化

財
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

5月 30日 に開催された NOSAI鹿行女性の会の
総会、今回で何回目の総会だつたでしょう ?

① l回目 ② 5回目 ③ 13回自
今回も3択です、番号でお答え下さしヽ。

応募方法
はがきで、左記事項を必ず記入の上、鹿行農業共済組合

企画課までこ応募下さい。尚eメールでの受付もいたして

おります。正解者の中から抽選で粗品をプレゼントいた

します。
/応募者の個人情報は 粗品の発送及び共清事業lt進にのみ使用致します.

締 切
平成 24年 8月 31日 (当日消印有効)

メールアドレス
qu12@nosa rokko orip

3]1‐2206
鹿
嶋
市
武
丼

一
九
六
三
―

一
一

鹿
行
震
業
共
済
組
合

企

画

課

行

編

集

後

記

７
月
に
入
り
暑
い
日
が
続
い
て
ま
す
ね
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
鹿
行
で
は
夏
の
電
力
不
足
に
対

応
す
る
た
め
節
電
し
て
お
り
、
役
職
員
は

ク
ー
ル
ビ
ズ
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
で
は
、
安
心

安
全
な
日
座
振
替
を
引
き
続

き
お
勧
め
し
て
お
り
ま
す
。

皆
様
か
ら
の
情
報
や
ご
意

見
　
ご
要
望
等
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

イ
雨く

■問題の答え

○ 番
目広報紙やNOSAIに
対する

こ意見 こ要望
■住 所 ■電話番号
■氏 名 ■職 業
■年 齢


